
１９４，１０９千円

２９ｏ，６８２千円（債務負担行為）

１工事件名防災行政無線デジタル化工事

２工事場所小金井市本町六丁目６番３号他（市内全域）

３工期契約の 翌日 から 平成 ２９年３月１７日まで

４工事概要

アナログ方式で運用している防災行政無線をデジタル化し、局数を５４局

から５８局に増設するとともに操作卓の更新等を行う。

予算措置

平成２７年度

平成２８年度

５

２４小金井市防災行政無線デジタル化工事概要

合
、
す計 ４８４，７９１千円

６復興財源

「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が実施する防災のための施

策に必要な財源の確保に係る地方税の臨時特例に関する法律」の制定に伴う

地方税法の特例により、平成２６年度から１ｏ年間、個人市民税均等害１の標

準税率を５００円引上げることによる増収分と、平成２３年度税制改正事項

である個人市民税の退職所得１ｏ％税額控除廃止による増収分を、市が実施

する防災・減災事業の財源として充てる。

(1)個人市民税均等割（５００円加算）約３億円

(2)個人市民税所得割（退職所得１０％税額控除廃止）約１億円



４

調書

工事件名小金井市立みなみ学童保育所建替工事

工事場所小金井市前原町二丁目２番21号

建物概要

１

２
３

②
す

仕上概要

(1)外部仕上

２５みなみ学童保育所建替工事概要

(3)

(2)内部仕上(育成室）

環境配慮

・太陽光発電

・ＬＥＤ照明

・多摩産木材

・雨水浸透桝

・雨水貯留槽

床
壁

天井

フローリング､一部畳

木質ボード､腰壁部杉板

化粧石膏ボード

概要

建築面積

延床面積

木造２階建て(2階部分は倉庫）

268.83㎡

316.78㎡

外壁

屋根

サイディング

ガルバリュウム鋼板
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２６武蔵小金井駅南口第２地区第一種市街地再開発事業補助金事業概要

１経過及び概要

（１）武蔵小金井駅南口第２地区第一種市街地再開発事業は、平成２６年８月に

都市計画決定されており、１小金井市市街地再開発事業補助金交付要綱」

（以下「要綱」という）に基づき、市は施行予定者の武蔵小金井駅南口第２地

区市街地再開発準備組合(以下「準備組合」という）に対して、補助対象事業

に係る経費の３分の２以内で、補助金を交付している。

(2)平成２７年度については、実施予定の補助対象業務の内容及び他地区事例

を参考とした設計金額等が準備組合より示されており、当該業務に係る財政

的支援等の要請を受けている。

（３）主な事業として、施設建築物の詳細な設計を行う実施設計業務と、第１種

市街地再開発事業の仕組みである権利変換を行うための権利変換計画等作成

業務が挙げられる。

(4)これらの業務は要綱の補助対象業務「調査設計計画費」に該当するため、

市は要綱の規定に基づき、補助金の交付を行うものである。

２ 予 算

調査設計計画費 ４２０，６００千円

【内訳】

･建築設計に要する費用 （２９３，０００千円）

〔実施設計業務
･権利変換計画作成に要する費用（１２７，６００千円）

[鱒繍鱒撫簿I奥撫禦
３スケジュール（予定）

第１四当
ム
ー

年
ヨＥ

貝

期 第２四と

予定表

第３四と全期|第３四皇第３四半期 第４四皇
ム
ー 期

４．５．６ ７．８．９ 1０．１１．１２ １．２．３

権利変換計画作成費
一 日

■廟■■■■■■■■■■

建築設計費 ■■■■■■
Ｉ

一

Lr。
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生活

調書

１ 工事件名

・小金井第一小学校トイレ改修工事

・小金井第三小学校トイレ改修工事

・小金井第四小学校トイレ改修工事

・緑小学校トイレ改修工事

２工事目的

各学校のトイレ男女１箇所について全面的な改修をし、学習の場、

の場である学校施設としてふさわしい'快適な環境の整備を行う。

２９小学校トイレ改修工事概要

垣
唖

３ 工 事予定箇所

・小金井第一小学校

・小金井第三小学校

・小金井第四小学校

・緑小学校

＜校舎２階東側トイレ＞

＜校舎２階東側トイレ＞

＜校舎１階西側トイレ＞

＜校舎北側２階東側トイレ＞

４工事内容（予定）

・和式便器の洋式化（洋式便器の割合を増やす）

・床のＦライ化

・ブース、壁、天井及び配管設備等の改修



調書

１ 工 事件名

（１）南小学校非構造部材改修工事

（２）小金井第一中学校非構造部材改修工事

２工事目 的

学校施設における地震災害等発生時の児童・生徒の安全確保

学校施設のガラスについては、震災時等の破損により児童・生徒が怪我

をする可能性があるとともに、避難に支障がでる可能性がある。

このような事象の発生を抑制するために、ガラスが割れても安全に飛散

するか飛散しにくくなるような対策を行い､児童の安全及び避難路の確保

を図る。

〔
ぬ

３ 工 事予定箇所

（１）南小学校

（２）小金井第一中学校

＜校舎棟、屋内運動場棟＞

＜校舎棟、屋内運動場棟＞

４工事内容（予定）

学校施設のガラス改修

校舎等の外部に面する避難経路にあたる部分のガラスを中心に、ガラス

飛散防止フィルム施工等の改修を行う。

ｓｏ小中学校非構造部材改修工事概要



亜
唖

ｌ事業目的

第４次男女共同参画行動計画が平成２８年度末で終了するため、平成２９年度

以降の計画を策定し、男女共同参画施策の総合的かつ計画的な推進を図る。

計画策定に当たっては、引き続き配偶者暴力対策基本計画を含むものとする６

２事業概要

計画策定に先立ち、市民意識調査、市職員意識調査等を実施し、男女平等に関

する現状を調査する。

男女共同参画の各分野の施策の推進状況及び問題点、計画年度中の課題、方策

等を明らかにするため、庁内の連絡会議等の意見を聞き、総合的に調整を行う。

男女平等推進審議会（公募委員５人以内、学識経験者５人以内）は、調査結果

及び市の施策の現状を踏まえ、小金井市男女平等基本条例第２７条第２項に基づ

き審議を行い、計画案を策定する。

答申を踏まえ、平成２９年度を初年度とする概ね４年間の計画を策定する。

３事業日程（案）

３１（仮称）第５次男女共同参画行動計画策定事業概要

４予算（平成２７年度分）

（１）男女平等推進審議会委員報酬

（２）男女平等推進審議会保育士謝礼

（３）男女平等推進審議会会議録作成委託料

（４）（仮称）第５次男女共同参画行動計画策定支援委託料

※債務負担行為（平成２８年度）

（５）その他（消耗品及び郵便料）

４０４千円

１３千円

１２７千円

９５１千円

２６４千円

２５０千円

，
，

で
’
Ｌ
の
一
Ｊ

５市民参加の取組素案

（１）男女平等に関する市民意識調査の実施（平成２７年７月予定）

無作為抽出により２，０００人

（２）市民懇談会等の実施（平成２８年１１月予定）

パブリックコメントのほか、必要に応じて開催。計画案を周知し、広く意見

を求める。

平成27年度 平成28年度
４．５．６ ７．８．９ 1０．１１．１２ １．２．３ ４．５．６ ７．８．９ 1０．１１．１２ １．２．３

.－Ｌ
第７期男女平等推進審唱義会

パブリック･コメント

●
毒Ｉ



公共施設等総合管理計画の策定にあたっての指針(平成２６年４月２２日総務省）で

示された下記１～３の内容等に留意し、当該計画の策定を進める。

１計画のポイント

（１）１ｏ年以上の長期にわたる計画とする。

（２）地方公共団体が所有する全ての公共施設等を対象とする。

（３）更新・統廃合・長寿命化等、公共施設等の管理に関する基本的な考え方を記載

２記載すべき事項

（１）公共施設等の現況及び将来の見通し

（２）公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する基本的な方針

(1)を踏まえ､公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する基本的な方針を定め

る。

ア計画期間（１０年以上）

イ全庁的な取組体制の構築及び情報管理・共有方策

ウ現状や課題に関する基本認識

工公共施設等の管理に関する基本的な考え方

オフォローアップの実施方針

（３）施設類型ごとの管理に関する基本的な方針

施設類型（道路、学校等）ごとに、その特性を踏まえ、管理に関する基本的な方

針を記載

３スケジュール

①
唖

４市民参加について

平成２８年度に市民アンケート（２，Ｃｏｏ部）による市民の意向調査及び公共施

設等総合管理計画（案）を取りまとめた時点においてパブリックコメントを実施する

考えである。

１
１

３２公共施設等総合管理計画策定支援委託概要

平成27年度 平成28年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 １０月 11月 １２月 １月 2月 3月
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設等に関する情報の整理･分析

川
６
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

Ⅱ
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市民の意向確認(アンケート調査）

＝ ｜Ｉ
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Ｇ

公共施設等総合管理計画の検討 ｜Ｉ
※計画取りまとめの時点でパブリックコメント実施

＝

←



１事業概要

ホームページのサイトデザイン及び情報構成の再構築を行い､利用者に見や

すい、使いやすいものとすることを目的としている。

２予算額

９，９１５千円

３事業の目的

市のホームページは、平成１２年に開設し、数度のサイトリニューアルを行

い、ホームページ管理システム（ＣＭＳ）等を導入し、運営してきた。

一方､運営から１ｏ年以上経過したことによる掲載情報の蓄積､大掛かりな

画面構成の修正が難しいことなどの理由により、利用者から「使いづらい」等

のご意見をいただくことが増えてきた。

市のホームページは、迅速、かつ正確な情報発信が求められており、さらに

見やすく、目的となる情報に、より的確にたどり着くことが必要である。また、

携帯型端末やスマートフォンなどの急速な普及に伴い、利用者の利便性を鑑

みれば、こうしたものへの対応も必要である。

このことから、当該事業によりホームページをリニューアルするものであ

る。

。
垣

４スケジュール案

３３ホームページ再構築委託事業概要

※スケジュール案は、事業の進捗状況により若干変更する可能性がある。

４月 5月 6月 7月 8月 9月 1０月

要 件 整 理 l璽窪曇､悪皐霊霊騒騒雲，

設計 窪墨曇曇曇懸9M愚 ii謡鳶謹譲露鐸躍蕊蕊蕊露騨鍵

心

篭篭醤識篭醤醤圏醤i醤iii

開発･構築 l際懸懸懸 醗錘謎EE錘騨鯉錘燕溺藤:職謹:麹趣迭菟識淑…#I‘

移 行 I騒騒鍔 鍔鍔鍔霊鍔鍔鍔鍔鍔騨鍔鍔鍔鍔鍔鍔鍔鍔雷
公 開 急



震災時は、被災地域における流通機能が停止したり、外部からの救援物資が

届きにくい状態になることが懸念される。

このため、自助・共助を基本としつつ、最低限の食糧、生活必需品及び災害

応急対策に必要な資器材等を備蓄していくとともに、不足分等については民間

団体等とあらかじめ協定等を締結し、備蓄の補完に努めていくものとする。

１備蓄品の主な補強として

○消耗品費

○備品購入費

ー

《。

３４災害対策に要する経費の備蓄購入等一覧

品 名 数量 備考

間仕切り １２組 前原小学校

炊飯 器 １台
一

xｌ、

バノレ 巳一一 ン 投光機 ２台 本町小、東中

発 電機 ２台

《
ロ
《
ロ

で
上
で
上

●
●

●
●

一

一 中

防災行政無線用

給水タンク １台 緑中

備蓄倉庫 １基 南中

品 名 数量 備考

アル ファ
＆－一 米 ９ , １ｏｏ食 ３ ， ０００食はアレルギー疾患用

ビスケシト ４ , ４８ｏ食

ク
一

フツ 力 ａ一一 ３ , ９２ｏ食

おかゆ（白がゆ） ９ ， ＯＯＯ食

調製 粉 乳 １５２缶 ５缶はアレルギー疾患用

飲 料水 ３ , ４８００
２０（１ ， １４０本）

５００，１（２ , ４００本）

毛 布 １ｏｏ枚

携 帯 ト イレ １５箱 １ ， ５００回分

消 火器 ８０本

ガソリン缶 ６００

灯 油缶 １２００



３ ス ケ ジュール

全８回を予定。

１現産業振興プランの位置付け

「第４次基本構想・前期基本計画」の実施に併せ、旧プランの基本的理念等を継

承しつつ、平成２３年度からの１ｏ年後の将来像を見通しながら、前期の５年間の

取り組みを策定したもの。

旧プランまでは「商業」と「工業及び創造的産業振興」を柱にしていたが、現プ

ランから「観光」を新たな柱として加えた。

２策定の方針

現プランが１０年後を見据えたものであることからその骨子を尊重しつつ、時点

修正やこの５年で状況の変化（高架下・再開発事業の進捗、商店街の規模縮小等）

があったことを斜酌し、改定を行う。

（１）商業

活発・活動の継続が困難な商店街支援、イベント中心の活性化施策や商店会に

依存しない個店の活性化等について検討を行う。

（２）工業及び創造的産業振興

既存企業のＰＲや人材育成を軸に工業や創造的産業の発展について検討を行う。

（３）観光

既存事業の継続、観光協会との連携強化について検討を行う。

国
。

５

３５産業振興プラン策定概要

４予算額６，７０５千円

（１）産業振興プラン策定支援委託料５，

（２）産業振興プラン策定委員会委員謝礼

８９７千円

８０８千円

委員構成（１０人を予定）

委員長未定（学識経験者を予定）

副委員長未定（学識経験者を予定）

委員公募委員３人、関係団体５人

回数 開催時期 内容

第１回 ６月 会議の運営について、現状認識と課題の抽出

第２回 ７月 現状認識と課題の抽出

第３回 ８月 目的の設定と課題の解決について

第４回 ９月 各市の取り組み等参考事例について

第５回 １０月 骨子策定

第６回 １１月 具体案の貼り付け

第７回 １２月 原案のとりまとめ

第８回 ２月 案の策定、答申



３４０千 円

１４６千円

１目的

市立小中学校、市立保育園及び一般家庭から排出される乾燥生ごみにつ

いて、市外民間堆肥化施設を活用し堆肥化することで、循環型社会の形成

及びごみの減量を図る。

２概要

市立小中学校・市立保育園及び一般家庭から排出される乾燥生ごみを有

価物として市外民間堆肥化施設に売却し、そこで製造された堆肥を買い取

り、市民及び農家に配布することで、資源循環及びごみの減量を推進する。

また、当該事業の推進については、圃場（東京学芸大学内）を活用した

野菜の収穫体験、堆肥の使い方等の学習会等啓発事業を民間事業者に委託

し、循環型社会の理解を深める啓発事業を引き続き実施する。

予算

（歳入）

可燃・不燃ごみ有価物売払収入

（乾燥生ごみ５５，ＯＯＯｋｇ）

（歳出）

【ごみ減量啓発に要する経費】

乾燥生ごみ資源循環支援委託料

【資源ごみ回収に要する経費】

消耗品費

（堆肥購入費５５，ＯＯＯｋｇ）

生ごみ乾燥物回収運搬委託料

３

５３４千円

函
。

２，２５６千円

３６生ご み 堆 肥 化 事 業 概 要

８
２

堆肥比較４

事業を変更する理由

生ごみ乾燥物肥料化実験施設では、事業の拡大を図ることができない。

生ごみ乾燥物肥料化実験施設の機器について、耐用年数を超えて使用

しており、安定稼働を確保することが困難である。

堆肥の仕上がりについて、更なる発酵を必要としない「完熟堆肥」を

市民及び農家へ配布することが可能となる。

５

○
○

○

現行 平成２７年度から

製造 場 所 生ごみ乾燥物肥料化実験

施設（委託事業）

民間堆肥製造施設

堆肥の仕上がり 一次発酵堆肥

(堆肥として使用する場

合は更なる発酵が必要）

完熟堆肥

(更なる発酵は必要ない）



２概要

日野市及び国分寺市と３市で可燃ごみの共同処理等を行う一部事務組合である

浅川清流環境組合を平成２７年７月１日に設立するとともに、新可燃ごみ処理施

設の建設にあたっての必要な事務手続き等を行う。

１予算額３７５，２ｏ９千円

(1)準備室一般管理経費

新可燃ごみ処理施設建設準備室に係る経費（平成２７年６月３ｏ日まで）

上記のうち(1)～(3)は３市で均等負担、(4)は国分寺市と２市で均等負担する。

す
む

３７可燃ごみ共同処理事業負担金概要

(2)ごみ処理施設建設負担金

新可燃ごみ処理施設の建設にあたり、それに必要な環境影響評価業務委託、

建設･運営に係るアＦバイザリー業務委託､構内道路の整備事業､井戸更正工事、

除草委託を行うための負担金

(3)一部事務組合事業費

浅川清流環境組合の事業費（平成２７年７月１日以降）

(4)ごみ処理施設周辺環境整備経費

施設周辺地域の生活環境の保全及び増進を目的とした負担金

･

負担金内訳

(1)準備室一般管理経費

(2)ごみ処理施設建設負担金

(3)一部事務組合事業費

(4)ごみ処理施設周辺環境整備経費

歳出総額

7,356

99,534

136,702

600,000

歳入

(交付金等）

０

１７，９６４

０

小金井市

負担分

2，４５２

2７，１９０

４５，５６７

3００，０００

合計 843,592 1７，９６４ 3７５，２０９



哩
垣

１目的

小金井市福祉会館（以下「福祉会館」という｡）は、昭和４３年に竣工し、以来、多く

の市民に利用されている施設である。近年、施設の老朽化が進んだ結果、平成２２年度

の耐震診断において耐震補強等の対策が必要であるとの診断を受けたところである。そ

の後、福祉会館の整備等に関し庁内において検討を進め、その検討結果及び施設利用者

へのアンケート調査結果等に基づき福祉会館建設計画（案）を策定したところである。

今後においては、パブリックコメント及び市民説明会においていただいた御意見等を踏

まえ平成２６年度中に福祉会館建設計画を策定する予定である。

２建設予定地及び敷地面積

【建設予定地】小金井市本町六丁目１５６１番地他

（小金井市役所第二庁舎北駐車場及び本町暫定庁舎敷地）

【敷地面積】1,469.70㎡（現況）

３施設規模等（予定）

（１）施設規模

地上４階、地下１階（各階面積：各階共６９３㎡）

（２）階別機能等一覧

３８福祉会館建設事業概要

※今後実施する設計時において、構造や法令等の詳細について見当、確認の結果、

変更となる場合があり。

４平成２７年度予算額及び事業内容

【予算科目】福祉会館設計事業負担金【予算額】４８，２２２千円

【事業内容】建設に関する基本設計及び実施設計

今後の予定

平成２７年度

平成２８年４月～

平成Ｓｏ年１月～

平成ｓｏ年４月

５

基本設計及び実施設計

工事

引越し、開館準備

開館

Ｂ１Ｆ 機械室・倉庫（５部屋）

１Ｆ 共同作業所、マルチスペース、受付・管理室

２Ｆ
健康ルーム、多目的室（２室)、和室（１室)、家事実習室（１室)、悠友

クラブ、軽喫茶室（厨房付き)、倉庫（１室）

３Ｆ
各種支援センター、ボランティアセンター、権利擁護センター事務局、

オンブズマン事務局、相談室（Ｓ室）

４Ｆ
社会福祉協議会、シルバー人材センター、生活困窮者自立相談支援窓口、

会議室（１室)、倉庫（１室）
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１趣旨

学童保育事業のサービスを拡充することを目的とし、

を民間事業者に委託する。

学童保育所運営業務

業務概要

業務内容

学童保育所の運営

委託期間

平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日

対象施設

ア小金井市立あかね学童保育所

イ小金井市立さわらび学童保育所

ウ小金井市立まえはら学童保育所

エ小金井市立みどり学童保育所

委託する業務の範囲

ア児童の健全な保育に関する業務

・児童の安全管理

・児童の健康管理

・その他

イ事業の運営及び施設管理に関する業務

P児童の遊びの指導

・出欠席簿や業務育成日誌の作成

．年間指導計画、月間指導計画、所外（市内）実施計画書の作成

・職員の配置

・間食（おやつ）の提供

・保護者への対応

・施設の安全管理

・施設の衛生管理

・その他

２

３９学童保育所運営委託概要

(4)

や
垣

予算額

学童保育所運営委託料１２８，８１５千円

（内訳）

あかね・みどり学童保育所６７，８８７，

さわらび学童保育所３０ ， ４ ６ ６ ，

まえはら学童保育所３ ０ ， ４ ５ ９ ，

３

７２０円

８００円

６９６円



１事 業目的

小金井市学校給食の指針を推進し、学校給食を見守り支援するための組織を立ち

上げる。

２予算

（１）（仮称）小金井おいしい給食委員会委員謝礼（学識経験者）

（２）（仮称）小金井おいしい給食委員会ボランティア保険料

（３）給食ホームページサーバー管理委託料

４８千円

１５千円

２２千円

グ

３（仮称）小金井おいしい給食委員会の構成について

学識経験者、学校関係者（校長、栄養教諭・栄養士、調理員)、委託業者、農業・

商業・食育関係者、保護者・市民等らで参加者を募る。

さらに、ボランティア（以下、「給食サポーターズ」という｡）を広く募集し、事

業を展開する。
ト
や

４主な取組み予定

（１）学校給食関係者が集う会の開催

有識者を交え、学校給食関係者と市民・保護者が集う場を設ける。

（２）試食会の市民参加

学校の協力を得て、給食サポーターズの運営により、保護者・市民を対象にし

た小規模な試食会を実施し、学校給食への理解を広める。

（３）給食ホームページの開設

給食サポーターズによりホームページを作成・公開し、小金井の学校給食をＰ

Ｒしていく。（お知らせ、学校給食の紹介、給食レシピなどを紹介する等）

（４）その他

詳細については、今後検討していく。

４ｏ（仮称）小金井おいしい給食委員会概要



14,753千円

175千円

10,536千円

学校給食をより一層充実させるとともに、明日の小金井教育プランを推進するため、中学校全校
に続き小学校５校の給食調理を民間委託しました。そこから生み出された財源を基に、献立を充実
させるための備品等の整備及び、備品設置等の給食に関連する工事のための経費を計上していま
す。

(１０－２－３事業名：学校給食に要する経費）【小学校】

(10-3-3事業名：学校給食に要する経費）【中学校】

(10-2-4事業名：学校施設整備に要する経費）【小学校】

４１学校給食調理業務委託化の財政効果による給食整備費の内訳

合計25,464千円

画
、

学校名

給食関連工事請負費10,536千円

学校給食機器設置に伴う設備工事
学校給食機器設置に伴う

設備改修設計委託

第一小学校 ○

第二小学校 ○

本町小学校 ○

小学校計 ２ノ牛 1件

合計 2件 1件

備品購入費14,928千円

食器消毒
保管庫

スチーム

コンペクション

オーブン

立体式
炊飯器

調理台

第一小学校 1台

第二小学校 1台
ム
ロ

ー
１

ム
ロ

ー
１ 1台

東小学校
ム
ロ

ー
１

小学校計
ム
ロ

リ
ム

ム
ロ

リ
ム

ム
ロ

ー
上 1台

南中学校
ム
ロ

ー
１

中学校計
ム
ロ

ハ
Ｕ

ム
ロ

ハ
Ｕ

ム
ロ

ハ
Ｕ

ム
ロ

ー
１

合計 2台 2台 1台 2台



6９

*２新小学1年生の通常学級児童数は、26.10.01時点の住民基本台帳抽出者数に入学率95％を乗じた数（小数点以下四捨五入）から特別支援学級への就学を希望している児童数を引いたもの

*３新中学1年生の通常学級生徒数は、26.10.01時点の住民基本台帳抽出者数に入学率80％を乗じた数（小数点以下四捨五入）から特別支援学級への就学を希望している生徒数を引いたもの

*４新２年生以上の児童・生徒数は、26.10.01時点の在籍者数を学年進行した数からインスク等に通学している児童・生徒数を引いたもの

*５特別支援学級は、26.10.01現在の就学・転学相談等を参考にした数（今後実施される学級編制調査により増減する可能性あり。）

*１学級数の（）内の数字は、通常の学級の上限人数（前年度学級編制基準を適用）

*２新小学1年生の通常学級児童数は、26.10.01時点の住民基本台帳抽出者数に入学率95％を乗じた数

４２平成２７年度小・中学校学級数及び児童・生徒数推計

学級数 児童生徒数

通級指導

学級

二小

南。、

緑中

難聴
空
ロ障垂

叩

一
一
一
一
口

情緒障害

情緒障害

情緒障害

１

２

４

３

１

９

2６

4０

2６

３

中学校

1を

学級数
(35）

一
一
一

生徒数

2年

学級数Ｉ
(40）！

生徒数

3を

学級数
(40）

一
一
一

生徒数

計

学級数 生徒数

通常の学級

一中

二中

東中

緑中

南中

計

５

５

４

６

５

2５

1５０

１６４

１１１

204

1４８

7７７

４ 1４２

４ 1５０

２ 6２

６ 233

４ １２４

2０ ７１１

５

５

３

６

４

2３

1７２

164

1０２

225

1４１

804

１４ 464

1４ 478

９ 275

1８ 662

1３ ４１３

6８ 2,292

特別支援

固定学級

一中（知的）

一中（情緒）

二中

計

５

３

３

１１

１

３

３

７

４

４

３

１１

２

２

２

６

１０

１０

９

2９

合計 2５ 788 2０ 718 2３ 815 7４ 2，３２１

小学校

1を

学級数
(35）

一
一
一

児童数

2年

学級数
(35）

児童数

3を

学級数
(40）

一
一
一

児童数

4年

学級数
(40）

児童数

5企

学級数
(40）

一
一
一

児童数

6年

学級数
(40）

児童数

計

学級数 児童数

通常の学級

一小

二４、

三４、

四４、

東４、

前原小

本町小

緑ﾉ」、

南４、

計

３

３

５

３

３

３

３

３

２

2８

9７

９１

1４６

8６

8７

7９

９１

8７

6９

833

３ 9１

３ 9０

３ 1０４

３ 8９

３ 9５

３ 7６

３ 7８

３ 9２

３ 8８

2７ 8０３

３

３

３

２

３

３

２

２

３

2４

9６

9３

１０２

7８

8２

8３

7６

7４

8９

773

３ 9７

３ ８１

３ １１０

３； 8４

３ 8９

２ 6９

２ ６１

３ 9２

２ 7６

2４ 759

３

３

４

３

３

３

３

２

２

2６

9０

8６

1２２

9４

8４

8２

８１

8０

〃７１

790

３ 1０３

３ 9６

３ 1１７

３ 8９

２ 7２

３ 9９

２ 7３

３ 1０９

３ 9０

2５ 848

1８

１８

2１

１７

１７

1７

1５

1６

1５

1５４

574

537

7０１

520

509

488

460

534

483

4,806

特別支援

固定学級

一 小

二４、

東ﾉ」、

計

４

１

１

６

１

４

０

５

２

１

１

４

２

２

３

７

５

２

４

１１

５

２

１

８

３

２

２

７

１９

１２

１０

4１

合 計 2８ 8３９ 2７ 8０８ 2４ 777 2４ 7６６ 2６ 8０１ 2５ 8５６ 1６１ 4，８４７



１目的

貫井北センターについては、ＮＰＯ法人により市民協働、公民連携の理念に基づ

き、市民参画の時代にふさわしい可能‘性を秘めた活発な生涯学習の場として期待さ

れ、運営しているところである。

図書館サービス及び公民館業務の見直しを検討し、東センターの事業運営を委託

することにより、市民同士の信頼関係の醸成、市民協働、公民連携の深化、より一

層の市民の利便性向上を図り、市域における社会教育行政の向上及び効果的、効率

的な社会教育施設の運営の拡大を目的とする予算である。

２事業概要

（１）施設名東センター（図書館東分室・公民館東分館）

（２）運営形態業務委託

（３）業務運営開始日平成２７年８月１日

（４）開館時間図書館東分室午前９時～午後７時

公民館東分館午前９時～午後１ｏ時

（５）休館日毎月第１・第３火曜日年末年始、ほか臨時休館

。
（

３事業効果

図書館東分室の状況、公民館東分館の伝統にそれぞれ十分な配慮をすることを前

提とした。

（１）貫井北センターでのノウハウを生かした運営

（２）図書館・公民館の連携による事業の拡大など新たな発想による事業展開

（３）専門的なスタッフによる市民サービスの拡大

（４）市民（ＮＰＯ法人）による経営・運営と市民である利用者との対等の立場によ

る事業展開に基づく市民同士の信頼関係や、行政との市民協働・公民連携の深化

に基づく信頼関係により期待できる社会教育活動の充実

（５）直営館とＮＰＯ法人が互いに刺激しあい切瑳琢磨する機会向上による、相乗効

果による社会教育行政への意識向上と市民サービス向上

４予算額

東センター運営委託料２５，６４１千円

４３東センターの事業運営委託概要



(単位:-千円）

４４行財政改革による財政効果

■歳出削減■

■歳入確保■ （単位：千円）

7１

※実施項目のNQは第３次行財政改革大綱に基づく。

歳出削減計（D） △２１，３７３

総計
一
一

行財政改革による財政効果
歳出削減計(D） 歳入確保計(C） △３０，２６２

歳入確保計（c） 8,889

行政経営改革実施項目 課名等 平成２６年度予算額（Ａ） 平成２７年度予算額（Ｂ）
差引

(B)－(A）
備 考

N０．１０ 事務事業の整理・統合

わたしの便利帳作成方法の見直し 広報秘書課 829 ０ △８２９ わたしの便利帳作成方法見直しによる歳出削減

移動図書館の廃止 図書館 8,870 ０ △８，８７０ 移動図書館廃止による歳出削減‘

合 計 9,699 ０ △９．６９９

財政・ 財 務 改 革実施項目 課名 等 平成２６年度予算額（Ａ） 平成２７年度予算額（Ｂ）
差引

，（B)－(A）
備 考

NO16広告収入の拡充

市報こがれい広告収入の拡充 広報秘書課 360 640 280市報こがれい広告掲載スペース増による歳入増

市民交流センターネーミングライツの付与
コミュニティ

文化課 ０ 3,000 3.000

｜
卜

市民交流センターネーミングライツ付与による歳入増

ごみ・リサイクルカレンダー広告掲載 ごみ対策課 ０ 600 600ごみ・リサイクルカレンダー広告掲載による歳入増

No.5２ 低未利用地の売却・有効活用 ０

二枚橋焼却場跡地使用料 ごみ対策課 ０ 2,258 2,258二枚橋焼却場跡地使用許可による歳入増

Nb,5９ 集会所（４会館）の有料化の検討

集会所（４会館）の有料化の検討
コミュニティ

文 化 課 ０ 2．７５１ 2，７５１ 集会所（４会館）有料化実施による歳入増

合 計 360 9,249 8,889

人材・組織改革実施項目 課名等 平成２６年度予算額（Ａ） 平成２７年度予算額（Ｂ）
・差引

(B)－(A）
備 考

Nn41 人事・給与制度の改善

給料の見直し 職員課 46,214 4６．１４０ △７４ ５５歳以上昇給抑制

扶養手当の見直し 職員課 45,212 3９．５５２ △５，６６０ 扶養手当の見直し（経過措置対象者分）

住居手当の見直し 職員課 5,940 △５，９４０ 住居手当の見直し（経過措置対象者分）

合 計 9７，３６６ 85.692 △１１，６７４


